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れている有機物質は，当時の動植物に由来するもののみ

ならず，埋没中から出土後分析するまでの間に吸着され
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らゆ署有機物質を含む混合物と考えられる。た他のあ し

動紀以上になる。特に残留有機物の化学分析は，そもそも

環境中で分解しやすい有機物質がどれくらい安定に残留
できるのか，本当に古代の情報を正確に反映できるのか，

あ幕いは土壌中豊富に存在する様々な有機物質や現代の

有機物質が混入しているのではないか，などの一般的な

不安があった。しかし，近年の分析機器，特にガスクロ

マトグラフ・マススペクトロスコピー(GC-MS)の進

歩に伴い，微量であっても信頼性の高い情報をもたらせ

る事ができるようになったことで，さまざまな古代試料

に残留する有機物質のデータが蓄積されてきた。また，

どのような分析手法を用いて，どのような物質を分析対

象とすれば信頼あるデータが得られるかを，モデル実験
や分解生成物の同定等の研究を通して検討されるように

なり(Evershed:2008aとその引用文献など),残留有

機物分析の有効性が確立されてきた(Evershed:2008b

とその引用文献,BrOwn・Brown:２０1１とその引用文献

など)。

混合物に含まれる個々 の有機物を分離同定し，かし，

植物に特異的な物質を同定できれば，それを指標（バイ
オマーカー）として，古代の動植物原料／素材を推定す

ることができ馬(Regertetal.:２００３など)。たとえば，

植物固有のテルペン類，ハチ蝋など特異的なワックス類，

高等植物の葉表面の長鎖アルカン類，様々なステロール

類等があげられる(Evershed:2008bとその引用文献)。
さらに，不安定な物質であっても，分解過程が明らかな

安定分解生成物が同定できれば，その起源と惹墨物質を

特定することができる(Evershedetal.:1995,Dudd
etal.:１９９８など)。例えば魚などに多く含まれている

多価不飽和脂肪酸は容易に分解されることが知られてい

るが，加熱（つまり調理）すると芳香環を含む脂肪酸に

変換される事がモデル実験で立証されている。古代土器

にも同棟の芳香環を含む脂肪酸が検出された事から そ9

の古代土器は多価不飽和脂肪酸を多く含む食品， たとえ

ぱ魚類，海獣類などの調理に用いられた可能性が報告さ

れている(Hanseletal.:2004)｡

また，生体内に存在す愚有機物の同位体比は，生体内
での物質の機能や生合成，代謝，分解等，生物が持つ固

よび保持性特に多孔質で浸透性の高い土器は吸着性お

に優れているため，付着した古代の有機物を現在に残す

非常に有効な手段となっている。しかし，土器に保持さ
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ようである。また，食後にバターを触った手を十分洗わ

ないで実験をしたた坊に異常に高濃度のコレステロール

が検出された例や，抗生物質が検出された例もある。

らも検出したということは，この地域の伝統だったのだ

ろうか。

しかしよく考えてみると，果たして不安定な二重結合

を含むabieticacidやisopimaricacid，さらに揮発性
の高いエステルである２-methyldehydroadieticacid

などが長い年月を経てものこっているのだろうかという

疑問が生じた。今回検冊されたisopimaricacidのよう
な不安定な二重結合を持つテルペノイドは現存のマツ種

子には含まれているが，古代マツ種子には含まれてない
との報告もある(Ottoetal.:2007)。そこで，他の試

料のスペクトルを丁寧に解析してみると，同様の成分が

広島県沖浦遺跡から出土した古墳時代以降の製塩土器か

らも検冊されたのである。時代も用途も異なる２種類の

土器から同じ松脂成分が検出されたという事は，何か問

題がありそうであった。両者の共通点を探してみると，

両方とも長期間木製の箱に保管されていたことが分かっ

た。そこで，保管用の木製箱の樹脂成分が長い年月を経

て少しずつ気化し土器に吸着されたとの結論に至ったの

である。この例は，「はじ猫に」で示した，分析結果の

妥当性の検討の重要性をまさに示した結果となった。

実際に松脂が使われていて後からの吸着が無いのか，

松脂が使われていたと同時に後からの吸着も有るのか，

あるいは後からの吸着だけなのかの識別は，なかなか難
しい。実際に松脂が使われていたのであれば，今回確認

できた樹脂成分以外にも安定な気化しにくい成分が同時

に検出できるであろう(JerkoviCetal.:2011,Ottoet
al.:2007)･後からの吸着は，同じ保管条件に置かれた

松脂を使っていないと思われる土器片を同時に分析し，

不安定な松脂成分が殆どの土器片から検出されれば，後
からの吸着の可能性が高いと考えるのが妥当であろう。
その他にも製塩土器から日焼け止めクリームに含まれ

ている２-ethylhexyl-3-(4-methoxyphenyl)-2-propeno、

ate(通称Parsol-MCX)を検出した事もあり，暑い日

差しの下で，できるだけ日に焼けないようにと日焼け止
泌クリームを塗って発掘作業する人々の姿が日に見える

４．おわむに

現代の合成化学物質であれば，疑いなく発掘後の混入

物であることが明らかであるが，意外な物質が含まれて
いる場合や含まれている可能性はあっても極端な量であ

る場合は，まず疑ってみる態度が研究者として大切では

ないかと考えている。２０年前，土器内部に視覚的には

確認できない古代の調理時の痕跡が有機物として残って
いる事をなかなか受け入れてもらえなかった。しかし，

今では土器に残された有機物は，過去の情報を伝える有

効な手段として定着している。結論を出す際には総合的

な判断が必要であるが，物質吸着性の高い土器は，土器

がたどった歴史の遍歴が記録された貴重な試料であり，
これまで予測していなかった古代の貴重な情報が脂質以

外にも残されている可能性があるだろう。今後の土器分

析の発展が楽しみである。
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Organicresidueanalysisofancientpotteryisanimp･rtantmeansofinvestigatingpasthuman

activitiessuchaspotteryusageanddiet.Withadvancesinanalyticaltechniquesandinstrumen-

tation,manybi･markershavebeenidentifiedfromthelipidextractsrecoveredfr･mfragments

ofancientpottery,indicatingtheoriginsofthecontainedsubstances.Frorncompound-specific

isotopestudiesofpresentandancientlipids,ｏrganiccompoundscommonlyfoundinnaturealso

serveasfingerprintstodeterminetheirspecificorigins.Decompositionstudiesofunstablecom-

poundsprovideevidenceforthepresenceofunstablecompoundsinthepastwhendecomposi-

tionproductsareidentified・However,caremustbetakenwhenconsideringdata.Becauseofhigh

absorbability,potterynotonlyretainsancientsubstancesbutalsocarriescompoundsthatreflect

itsentirehistory.Comp･undsleachingfromthesoilandsubstancesadheringduringexcavation,

transportat ion,andlaboratoryworkareal l includedwiththeextractedl ip ids.Therefore,re-

searchersmustbeawareofsubsequentadsorptionstoavoidmisguidedconclusionsandassure

therelevanceoftheanalysis .Furthermore,thesignificanceofdetectedcompoundsmustbe

judgedcarefullybasedonconditionssuchasthearchae･environment,stability,andreactivityof

thecompounds,thepresenceofsubstances,andtheratiosofsubstancesexpectedtoco-exist.

Althoughunnecessarycontaminationshouldbeavoidedasmuchaspossible,asmallinclusionof

unexpectedcompoundsmaynotbeproblematicifresearcherscandistinguishthemfromthose

ofancientorigin.Basedonourexperience,wepresentexamplesofpredictableandunpredictable

COnlpoundsfoundunexpectedlyintheorganicresiduesofarchaeologicalpottery・Thepossible

sourcesofthesecompoundsandsuggestionstoavoidincorporati･nandmisjudgmentaredis-

cussed.Pctteryisavaluableresourcethatmaintainsevidenceofitsentirehistory.Inthenearfu-

ture,wemaybeabletｏextractfurtherpreciousinformati･nfromcompoundsstoredwithinthe
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